
転作営農効率化支援事業要件チェックシート 

 

                                    年   月   日 

 

                        住   所 

                        団 体 名 

                        代表者氏名 

 

１．事業要件の確認 

 以下のすべての項目にチェックが入っていることを確認すること。 

 

□ 以下のいずれかにチェックが入っている。 

 

□ トマト（ミニトマト含む）に取り組んでいる。 

 

□ バサラコーンに取り組んでいる。 

 

□ ５戸以上の農業者で構成される団体もしくは農業法人である。 

（代表者の定めがあり、かつ組織及び運営について、規約等の定めがあること。） 

 

□ 青森市地域農業再生協議会に営農計画書を提出している。 

 

□ 転作営農効率化支援事業に係る事業取組計画（様式第１号）を策定している。 

 

□ 生産量拡大に係る３年後の目標として、現在より１０％以上増加する目標を設定している。 

 

□ 営農効率化の取組を実施している。 

 

□ 以下のいずれかにチェックが入っている。 

 

□ 青森市地域農業再生協議会が掲げる生産数量目標を達成している。 

 

□ 生産量拡大を通じて生産数量目標を達成することが見込まれる。 

（以下に達成を見込む理由を記載） 

 

 

 

 



２．採択基準ポイントの確認 

取組名称 取組内容・ポイント 

獲得

ポイ

ント 

生産量拡大に係る事業目標

の設定 

（①～③の取組内容のうちから１つ選

択） 

□ ①昨年度の生産量の実績を基準に、３年後の生産量を３割以上増加（３ポイント） 

 
□ ②昨年度の生産量の実績を基準に、３年後の生産量を２割以上増加（２ポイント） 

□ 
③昨年度の生産量の実績を基準に、３年後の生産量を１割以上増加（１ポイント） 

営農効率化の取組の実施 

（①～⑤の取組内容のうちから１つ以

上選択） 

□ ①土壌診断に基づく施肥設計の実施（３ポイント） 

 

□ ②スマート農業の活用（３ポイント） 

□ ③緑肥作物の利用（３ポイント） 

□ ④ペレット堆肥もしくは混合堆肥複合肥料の利用（３ポイント） 

□ ⑤実需者と結び付いた生産・販売の実施（３ポイント） 

対象品目作付面積の昨年度

からの増加 

（①～③の取組内容のうちから１つ選

択可能） 

□ 

①当年度のバサラコーン作付面積が昨年度のバサラコーン作付面積よりも 

0.3ha以上増加、もしくは当年度のトマト作付面積が昨年度のトマト作付面積より

も 0.03ha以上増加（３ポイント） 

 □ 

②当年度のバサラコーン作付面積が昨年度のバサラコーン作付面積よりも 

0.2ha以上増加、もしくは当年度のトマト作付面積が昨年度のトマト作付面積より

も 0.02ha以上増加（２ポイント） 

□ 

③当年度のバサラコーン作付面積が昨年度のバサラコーン作付面積よりも 

0.1ha以上増加、もしくは当年度のトマト作付面積が昨年度のトマト作付面積より

も 0.01ha以上増加（１ポイント） 

構成員の昨年度からの増加 

（①～③の取組内容のうちから１つ選

択可能） 

□ ①５名以上の増加（３ポイント） 

 □ ②３名以上の増加（２ポイント） 

□ ③１名以上の増加（１ポイント） 

対象品目作付ほ場の団地化 

（①～③の取組内容のうちから１つ選

択可能） 

□ 
①当年度のバサラコーン作付ほ場の３ha 以上の団地の形成、もしくは当年度のトマ

ト作付ほ場の０.４５ha以上の団地の形成（３ポイント） 

 □ 
②当年度のバサラコーン作付ほ場の２ha 以上の団地の形成、もしくは当年度のトマ

ト作付ほ場の０.３ha 以上の団地の形成（２ポイント） 

□ 
③当年度のバサラコーン作付ほ場の１ha 以上の団地の形成、もしくは当年度のトマ

ト作付ほ場の０.１５ha以上の団地の形成（１ポイント） 

合計獲得ポイント  

 


